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【目的】　本研究の目的は、自覚的運動強度（RPE）
を用いた12分間歩行テスト（12MWT）による最大
酸素摂取量（VO2　max）推定式の妥当性を検：嘉する
こと、さらにその交差妥当性について検討すること
であった。
【方法】　東京都健康づくり推進センターにて、症候
限界性最大負荷テストおよび12MWTを実施した者
を対象とした。最大負荷テストは自転車エルゴメー
タを用い、ランプ負荷法により、VO2　maxを測定し
た。12MWTは1周80　mの平坦なトラックを用い
て行い、RPE　ll～13にて歩行するように指示した。
まず、循環器用薬を服用していない非服用者群582
名（男性l16名、女性466名）を対象に、階層線形
分析を用いて、VO2　maxの推定式：VO2max（mL）
一　1．68“Distance（m）＋18．7＊BW（kg）　一　8．32＊Age（yr）
＋346“Gender　（male＝1，　female＝＝O）　一1153．　r＝O．876
（p＜0．0001）、SEE－lg6（mL）、％SEE－12．2％を作成
した。次に、循環器用薬を服用している服用者群
96名（男性43名、女性53名）を対象に、非服用
者群について作成した推定式を服用者群に適用し、
推定値と実測値の相関およびSEEを算出すること
により、推定式の交差妥当性を検証した。
【結果および考察】　階層線形分析の結果、服用雨気
において、推定値と実測値の問の関係はr－O．840、
SEE－168（mL）、％SEE＝13．9％であった。次に、非
服用者群の推定式を服用者群に適用した場合、推定
値と実測値の間の関係はFO．838、　SEE－210（mL）、
％SEE－13．4％を示し、両者の関係はほぼ同等であり、
推定精度が保たれることが明らかとなった。
【結論】　本法は、心拍数に影響を与えるような循環：
器用薬を服用している者の全身持久性体力評価にお
いても、その有効性が示唆された。
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【背景・目的】　包括的呼吸リハビリテーション（呼
吸リハ）は、COPDに対する有効な治療として高く
評価されており、呼吸困難、運動面容能、健康関連
QOLおよびADLの改善が得られるとされている。
一方、COPDの発症、進展には、酸化ストレスと抗
酸化能の不均衡が関与している事が知られている。
そこで呼吸リハが、運動耐容能や健康関連QOLに
加えて、酸化ストレスや抗酸化能に影響を及ぼすか
どうかを患者赤血球を用いて評価・検討した。
【対象】　対象は、当科通院中の安定期COPD患者で、
10pack－years以上の喫煙歴を有し、6か月以上禁煙
を継続できている患者男性9名とした。
【方法】　対象患者9名は、8週間の呼吸リハを施行
した。運動療法は、シャトルウォークテスト（SWT）
で最大酸素摂取量を測定し、その70％量を運動強
度とした。呼吸リハの前後で、6分間歩行試験
（6MWT）、　SWT、呼吸機能、健康関連QOLを評価
した。また呼吸リハ前後の患者赤血球を用いて、主
要な抗酸化酵素であるCu－Zn　superoxide　dismutase
（Cu－Zn　SOD）．　glutathione　peroxidase　（GPX）．　cata－
lase（CAr）とglutathione（GSH）の活’［’1を測定した。
酸化ストレスの指標としては、thiobarbituric　acid－re－
active　substance（TBARS）を用いた。
【結果】　呼吸リハ後に6MWTとSWTは歩行距離
が有意に上昇し（p〈0．05）、運動青島能の改善が得
られた。また健康関連QOLの改善も得られた。赤
血球中のCu－Zn　SOD、　GPXの活性はリハビリ前後
で有意差が得られなかったが、CArとGSHの活性
はリハビリ後で有意に上昇した（p〈0．05）。TBARS
は、呼吸リハ前後で有意な変化は認めなかった。
【結論】COPD患者において呼吸リハは、酸化スト
レスを増加させずに運動耐容能や健康関連QOLを
改善するだけでなく、抗酸化能力の増加に寄与する
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